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ひとみ輝く第一っ子 よく学び ・ 心豊かに ・ 健やかに

朝夕めっきり冷え込むようになりました。短い秋も過ぎ？木枯らしが吹いたり、日本各地で雪の便りがあ
ったりと、早くも冬の足音が多く聞こえ始めています。今年も残すところ一月となり、来月には新しい年を
迎えます。どうぞ、保護者や地域の皆様におかれましても、子どもたち共々健康に年末・年始が迎えられま
すようにお過ごしください。
さて、甲賀市では令和８年度までには、すべての小中学校にコミュニティー・スクール（Ｃ・Ｓ）を導入

することになっており、本校では、令和７年度スタートに向けて、少しずつ準備を進めてきました。特に、
Ｃ・Ｓを導入することにより、学校の運営体制がこれまでとは大きく変わることになります。
そこで、今回は、Ｃ・Ｓのことについて少し触れておきたいと思います。一言でいえば、Ｃ・Ｓとは「学

校運営協議会」という組織を設置している学校のことで、Ｃ・Ｓのことを「学校運営協議会」とも言います。
この協議会の目的は、保護者や地域の方が一定の権限をもって学校運営に参画することで、学校の教育目標
やビジョンを共有し、共に子どもたちを育て、よりよい学校づくりをしていくことにあります。会議に参加
する委員は、校長やＰＴＡ、自治会、区代表、子どもの育成にかかわる団体の関係者などで構成されます。
その主な役割は大きく三つ。一つ目は、校長が作成する学校運営方針を承認する。二つ目は、学校運営に

関する意見を教育委員会や校長に述べることができる。三つ目は、教職員の任用に関して教育委員会の規則
が定める事項について、教育委員会に意見を述べることができることです。このように学校の運営への意見
や考えと権限を有しているのがＣ・Ｓです。この制度の大きなメリットは、学校と関係する団体との連携が
スムーズになり、地域を生かした教育活動がより効果的に効率的に行われていくというところにあります。
まさに、学校と保護者や地域の方が手を携えながら協働して教育活動を進めていくための仕組みと言えます。
加えて、並行して準備を進めているのが、「地域学校協働活動本部」という組織の設置です。簡単に言えば、
「学校運営協議会」の意見や考えを、学校支援として具現化していく中心となる組織です。学校を日頃から
支えていただいている様々な団体の関係者によって構成されます。ボランティアや学習支援等を中心に、学
校の教育活動を支援していただきます。
そして、この二つの組織の間を調整役を担っていただくのが「地域学校協働活動推進委員」さんとなりま

す。具体的には、地域学校協働活動の企画や、その実施に伴う関係団体との連絡・調整、ボランティアの募
集や確保、地域への情報発信や活動促進などがあり、学校の教育活動をコーディネイトしていただきます。

このように、令和７年度からは、「学校運営協議会」と 「地域学校協働活動本部」が、
学校運営の両輪となり、その間を「地域学校協働活動推進委員」さんがとりもちながら、
第一っ子の健全な育成に努めていくことになります。
この制度の実施に際して、 今後、多くの課題が出てくることが予想されますが、一

つひとつ、ゆっくり、じっくり、丁寧に、そして、焦らず、協働して対応しながら前に
進んでいきたいと思います。これまで以上に、保護者や地域の皆様のお力が必要となっ
てきます。どうぞ、Ｃ・Ｓ導入の旨をご理解いただき、これからも、ご協力、ご支援を
よろしくお願いいたします。

甲南第一小学校 校長 松山 辰也

甲南第一小学校だより

第一っ子

本校では、毎年、「命・人権」を大切にし、子ど
もたちの豊かな感性をはぐくむことを目的に『やさ
しさ・ぬくもり集会』を開催しています。昨年度か
らは、全学年の発表を参観していただくことができ
るようになりました。本年度も、全校の子どもたち
が一堂に集って開催いたします。日時は１２月６日
（金）の２・３校時。各学年のテーマに沿って、み
んなが幸せに暮らしていくために大切なことを発表

方法を工夫しながら発信します。何
かとご多用のこととは思いますが、
第一っ子と共にみんなの幸せについ
て考える良い機会にしていただけた
らと思います。

登下校の見守り、学校の環境整

備や研修会の開催、しらうめの発

行、子どもたちの活動支援等々、

地域や保護者、後援会等の皆様に

は大変お世話になりました。どん

な時も優しいまなざしで子どもた

ちに温かな言葉かけや支援をいただきました。心よ

り感謝しております。社会に目を向けますと、今年

も心痛むニュースの多い年になりましたが、２０２

５年が、希望に満ちた明るい年になることを祈念し

つつ、これからも子どもたちが安心して、安全に過

ごしていくことができますように変わらぬ見守りや

ご支援をよろしくお願いいたします。


